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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究課題では、レアメタルフリー炭素材料であるホウ素ドープダイヤモンド（BDD）電極の応用展開と基礎

物性・基本学理の追究を進めてきた。応用面ではBDD電極の優れた電気化学特性を利用し、重金属センサー、

COD（化学的酸素要求量）センサー、オゾンセンサーを実現しており、これらは企業との共同研究や製品化の段

階にまで進んだ。また、医療分野への応用展開を図り、BDD電極によってがん細胞の重要なマーカーであるグ

ルタチオンの生体内濃度や胃酸のpHをin vivoでモニター可能なことを示した。さらに、BDD電極を用いた有用

物質の合成にも取り組んだ。特に、CO2の電解還元にBDD電極を用いると、化学品の原料として有用なホルム

アルデヒドが常温・常圧下で高効率に生成することを見出したことは、当初の想定を超える成果であった。これら

の成果はいずれも白金やグラッシーカーボンなど従来の電極では不可能であった反応やセンサーをBDD電極

の特性を活かして実現したものであり、高い評価に値する。 

基礎物性・基本学理の観点からは、ホウ素濃度、炭素のsp2不純物濃度がBDD電極の特性に影響することを

示し、用途に応じた電極設計の可能性を示した。また、CREST研究開始後にチームへ参画した理論計算の専

門家との協力によって、BDD電極の表面終端元素と電気化学的特性の相関について知見を得た。さらに、

CREST「元素戦略」領域におけるチーム間共同研究によって高分解能透過電子顕微鏡や3次元アトムプローブ

分析によるBDD電極の直接観測が行われ、電極表面のホウ素およびsp2成分の濃度・分布が解明されつつあ

る。 

本研究課題はH27年度末に終了予定であったが、研究代表者がH26年度途中にJST-ACCELに採択された

ことでCREST研究課題としてはH26年度末をもって早期終了し、H27年度よりACCELへ移行した。イノベーション

指向のマネジメントを特徴とするACCELで、更なる応用展開と新産業創出につながることを大いに期待する。し

かし一方で、BDD電極の基礎物性には未だ不明な点が多く残されている。ACCELにおいても基本学理の追求

を疎かにすることなく、BDD電極の用途に応じた設計・製造の実現に向けて邁進することを期待する。 

 

A+ 期待を超える十分な成果が得られている 


